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国
交
大
臣
表
彰
受
賞 

恐
竜
の
里
づ
く
り
協
議
会 

  上
久
下
恐
竜
の
里
づ
く
り
協
議
会
（
土
田
芳

章
代
表
）
は
６
月
15
日
、
東
京
都
文
京
区
で

開
か
れ
た
平
成
24
年
度
ま
ち
づ
く
り
月
間
表

彰
式
で
ま
ち
づ
く
り
功
労
者
国
土
交
通
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

ま
ち
づ
く
り
功
労
者
表
彰
は
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
と
め
、
特
に
著
し
い
功

績
の
あ
っ
た
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
兵
庫

県
か
ら
は
明
石
市
の
花
の
会
、
西
脇
市
の
自
主

防
災
会
が
同
時
受
賞
し
、全
国
で
29
の
団
体
、

個
人
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
６
月
18
日
に
は
土
田
代
表
と
事
務

局
か
ら
丹
波
市
長
へ
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し

た
。
辻
丹
波
市
長
は
「
上
久
下
の
皆
さ
ん
が
恐

竜
化
石
を
活
用
し
て
色
々
と
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
く
れ
て
い
る
成
果
が
評
価
さ
れ
た
の

だ
と
う
れ
し
く
思
う
。
市
と
し
て
も
市
で
し
か

で
き
な
い
と
こ
ろ
は
ど
ん
ど
ん
支
援
し
て
ゆ

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

 （
写
真
は
里
づ
く
り
協
議
会
例
会
で
受
賞

を
喜
ぶ
メ
ン
バ
ー
）
 

  

                                    

Ｈ
24
年
度
総
会
ひ
ら
か
れ
る 

元
気
村
か
み
く
げ 

                企
業
組
合
元
気
村
か
み
く
げ
（
土
田
芳
章
代

表
）
の
24
年
度
総
会
が
６
月
８
日
、
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

89
名
の
出
資
組
合
員
の
う
ち
、
63
名（
う

ち
委
任
状
23
名
）
が
参
加
し
て
23
年
度
事

業
報
告
、
決
算
報
告
に
つ
づ
き
、
24
年
度
事

業
計
画
や
予
算
案
が
議
事
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

元
気
村
か
み
く
げ
の
主
な
事
業
で
あ
る
化

石
発
掘
体
験
に
は
年
間
５
５
０
０
人
（
約
１
３

０
万
円
の
売
り
上
げ
）、
 

恐
竜
焼
き
は
６
０
０
０
個
の
販
売
（
80
万

円
）、
軽
食
販
売
や
冷
菓
物
品
販
売
で
１
２
０

万
円
の
実
績
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
５
月
に
組

合
設
立
し
て
11
か
月
で
の
年
度
末
決
算
で
し

た
が
、
無
事
収
支
が
若
干
な
が
ら
プ
ラ
ス
で
終

わ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
参
加
の
組
合
員
は

一
様
に
安
堵
し
て
い
ま
し
た
。
 

次
年
度
の
計
画
に
は
本
年
度
実
績
の
１
割

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
事
業
展
開
し
て
い
く
こ

と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
24
〜
25
年
度
の
役
員
（
理
事
）

が
次
の
と
お
り
に
決
ま
り
ま
し
た
。
 

再
選
 
土
田
芳
章
さ
ん
（
代
表
理
事
及
び
元

気
村
村
長
）、
柳
川
瀬
義
輝
さ
ん
、
村
岡
茂
男

さ
ん
、
常
岡
芳
朗
さ
ん
、
前
田
節
子
さ
ん
 

新
任
 
友
井
芳
郎
さ
ん
（
上
滝
）、
村
上
正

昭
さ
ん
（
篠
場
）
 

   
自
治
協
議
会
総
会 

  上
久
下
自
治
協
議
会
（
柳
川
瀬
義
輝
会
長
）

は
６
月
10
日
、
24
年
度
通
常
総
会
を
開
き

ま
し
た
。
 

総
会
に
は
各
部
落
、
自
治
会
代
表
や
公
民
館

長
、
各
種
団
体
代
表
が
32
人
（
２
人
は
欠
席
）

集
ま
っ
て
23
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告

を
受
け
、
24
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
案
ら

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
 

23
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、
丹
波
市
特

別
交
付
金
事
業
の
「
上
久
下
地
域
づ
く
り
計
画

書
」
が
策
定
さ
れ
、
本
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ

と
や
、
里
づ
く
り
協
議
会
が
県
の
人
間
サ
イ
ズ

の
ま
ち
づ
く
り
部
門
の
知
事
賞
を
受
け
た
報

告
、
元
気
村
か
み
く
げ
が
企
業
組
合
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
上
久
下
地
区
内
に
「
小
規

模
多
機
能
在
宅
介
護
施
設
」
誘
致
を
市
に
要
望

し
て
い
る
こ
と
も
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
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自
治
会
ト
ピ

ク
ス 

 
◆
ホ
タ
ル
観
賞
の
夕
べ 

北
太
田
自
治
会 

                  北
太
田
自
治
会
は
公
民
館
活
動
（
責
任
者
：

大
前
圭
一
さ
ん
）
の
一
環
と
し
て
、
ホ
タ
ル
観

賞
会
を
６
月
９
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
行

事
は
10
年
間
続
け
ら
れ
て
お
り
、
今
年
も

40
人
余
り
（
住
民
の
半
数
以
上
）
の
家
族
づ

れ
が
参
加
し
て
、
公
民
館
近
く
を
流
れ
る
北
太

田
川
の
暗
闇
に
乱
舞
す
る
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の

明
か
り
に
魅
入
っ
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
気

象
条
件
も
よ
く
、
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
見
物

人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
観
賞
の

あ
と
は
、
公
民
館
に
集
ま
っ
て
宴
席
で
の
談
笑

で
地
区
内
交
流
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
突
然
参

加
し
た
記
者
（
Ｓ
Ｍ
）
も
宴
席
に
加
え
て
も
ら

っ
て
ホ
タ
ル
ま
つ
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。
 

◆
防
災
訓
練
実
施   

上
滝
自
治
会 

 

上
滝
自
治
会
は
６
月
２
日
、
集
会
セ
ン
タ
ー

で
自
治
会
員
70
名
が
参
加
し
て
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
丹
波
市
防
災
対
策
室
及
び
防

災
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
講
和
に
続
き
、
丹
波
市
消

防
本
部
に
よ
る
人
形
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
実
習
講
習
、
最
後
に
地
元
消

防
団
に
よ
る
消
化
器
を
使
っ
て
消
化
訓
練
を

し
ま
し
た
。
防
災
講
和
で
は
昨
今
の
東
日
本
大

震
災
や
台
風
12
号
の
災
害
を
踏
ま
え
、
日
ご

ろ
の
備
え
や
災
害
時
の
助
け
合
い
な
ど
を
学

び
、
救
命
講
習
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
実
技
が
初
め
て

の
方
が
多
く
、
身
内
や
地
域
の
人
の
命
を
救
う

と
い
う
使
命
か
ら
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し

た
。
消
火
訓
練
で
は
初
期
消
火
の
大
切
さ
を
学

び
、
防
災
訓
練
で
は
「
地
域
の
人
の
命
は
地
域

の
人
で
守
る
」
と
い
う
強
い
信
念
を
学
び
ま
し

た
。
 
 
 
 
（
リ
ポ
ー
タ
ー
：
自
治
会
長
）
 

                 

男
性
料
理
教
室
開
催
さ
れ
る 

 
 

上
久
下
老
壮
会 

 上
久
下
老
壮
会
（
村
岡
正
廣
代
表
）
は
６
月

20
日
、
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
男
性
料
理

教
室
を
開
き
ま
し
た
。
料
理
教
室
に
は
老
壮
会

役
員
ら
17
人
が
参
加
し
、
い
づ
み
会
の
メ
ン

バ
ー
10
人
が
指
導
に
当
た
り
ま
し
た
。
 

調
理
メ
ニ
ュ
ー
は
①
た
ま
ね
ぎ
と
じ
ゃ
こ

の
サ
ラ
ダ
②
豚
肉
の
ゴ
マ
蒸
し
③
よ
も
ぎ
だ

ん
ご
④
ひ
じ
き
ご
は
ん
と
か
き
た
ま
汁
で
、
三

角
き
ん
と
エ
プ
ロ
ン
を
身
に
つ
け
た
参
加
者

は
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
料
理
台
に
面
し
て
い
ま
し
た
。
 

お
よ
そ
２
時
間
奮
闘
の
末
、
参
加
者
全
員
で
、

出
来
上
が
っ
た
料
理
を
吟
味
し
な
が
ら
な
ご

や
か
に
歓
談
し
て
い
ま
し
た
。
 

           コ
ミ

ニ
テ

シ
ア
タ
ー 

ふ
れ
あ
い
劇
場

第
４
回
上
映
会 
 第
４
回
ふ
れ
あ
い
劇
場
映
画
上
映
会
は
６

月
17
日
、
50
人
余
り
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

２
本
だ
て
構
成
で
、「
綾
小
路
き
み
ま
ろ
」

の
爆
笑
ビ
デ
オ
と
「
釣
り
バ
カ
日
記
」
を
上
映

し
ま
し
た
。
き
み
ま
ろ
ビ
デ
オ
で
は
つ
ぎ
つ
ぎ
 

         飛
び
出
す
爆
笑
ト
ー
ク
に
会
場
内
に
笑
い
声

が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
 

毎
回
参
加
し
て
い
る
ご
婦
人
は
「
一
人
住
ま

い
だ
と
思
い
っ
き
り
話
す
こ
と
も
、
笑
う
こ
と

も
少
な
い
で
す
が
、
こ
う
し
て
皆
さ
ん
一
同
に

会
し
、
時
間
を
共
有
し
て
面
白
い
映
画
を
楽
し

む
こ
と
は
、
元
気
を
も
ら
え
る
よ
う
で
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今

回
は
特
に
、
夜
、
足
も
と
に
不
安
の
あ
る
人
た

ち
を
車
に
同
乗
さ
せ
送
迎
し
て
い
る
の
が
目

立
ち
、
少
し
ず
つ
輪
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
の

か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

次
回
（
５
回
目
）
は
７
月
15
日
(日
)、
午

後
７
時
30
分
か
ら
楽
し
い
娯
楽
映
画
の
上
映

を
考
え
て
い
ま
す
。
夏
の
夜
に
、
セ
ン
タ
ー
東

側
広
場
で「
野
外
特
別
シ
ア
タ
ー
」を
開
設
し
、

お
も
む
き
を
変
え
て
屋
外
で
の
映
画
会
と
し

ま
す
。
是
非
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
 

       

 

―
―
―
 
７
月
の
予
定 

―
― 

◆
７
月
13
日
（
金
）
里
づ
く
り
協
議
会
例

会
 
午
後
７
時
30
分
〜
 

◆
７
月
21
日
（
日
）
老
壮
会
・
自
治
会
長

会
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
周
辺
清
掃

午
前
８
時
〜
  

◆
７
月
15
日
（
金
）
ふ
る
さ
と
劇
場
映
画

会
 
午
後
７
時
30
分
〜
 
 
 

◆
７
月
22
日
（
金
）
自
治
会
長
会
 
午
後

７
時
30
分
〜


